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五
月
二
十
二
日
、
村
山
市
甑

葉
（
し
ょ
う
よ
う
）
プ
ラ
ザ
を

会
場
に
、
北
村
山
産
業
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン

会
場
受
付
名
簿
の
三
十
四
人
に

名
簿
未
記
載
の
人
を
含
め
、
少

な
く
と
も
五
〇
人
以
上
の
一
般

参
加
を
得
て
成
功
し
ま
し
た
。

県
労
連
と
加
盟
組
織
の
北
村
山

地
域
の
支
部
・
分
会
、
県
民
医

連
、
山
商
連
、
村
山
農
民
連
な

ど
が
構
成
す
る
産
業
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
荻
原
圭
子
代
表
）

が
主
催
。
全
国
一
律
・
時
給
一

五
〇
〇
円
以
上
の
最
賃
や
中
小

企
業
支
援
の
抜
本
的
拡
充
に
つ

い
て
の
世
論
高
揚
や
組
織
強
化

拡
大
を
目
的
と
し
た
「
山
形
最

賃
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
跳

躍
点
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
。

『時給１５００円も夢じゃない』

村山市で「北村山産業まつり」を開催

（建設会社経営者の発言）

吉
村
美
栄
子
山
形
県
知
事
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
村
山
市
、

東
根
市
、
尾
花
沢
市
、
大
石
田

町
が
後
援
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
企
画
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
三
人
の
パ
ネ
ラ
ー

が
お
話
し
ま
し
た
。
時
給
八
五

〇
円
で
働
く
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

　
森
さ
ん
は
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
水
道
代
節
約
の
た
め
子

ど
も
の
お
風
呂
の
お
湯
も
節
約

し
て
い
る
と
も
発
言
し
て
い
ま

す
。
県
労
連
は
産
業
ま
つ
り
を

機
に
、
こ
う
し
た
「
＃
最
賃
近

傍
の
声
」
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投

稿
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

最
賃
近
傍
の
人
た
ち
が
声
を
上

の
森
愛
樺
さ
ん
は
「
食
費
や
水

光
熱
費
を
節
約
」
「
も
し
時
給

一
五
〇
〇
円
に
な
っ
た
ら
子
ど

も
の
大
学
資
金
を
貯
め
た
い
」

と
発
言
。
㈱
ド
ゥ
ー
ケ
ン
代
表

取
締
役
で
㈱
矢
萩
土
建
常
務
取

締
役
の
矢
萩
幸
恵
さ
ん
は
「
全

労
連
の
中
小
企
業
支
援
提
言
に

目
か
ら
う
ろ
こ
」
。
賃
金
原
資

の
前
渡
し
や
社
会
保
険
料
減
免

な
ど
が
あ
れ
ば
「
時
給
一
五
〇

〇
円
も
夢
じ
ゃ
な
い
」
と
意
見

表
明
し
ま
し
た
。
八
幡
一
秀
・

中
央
大
学
教
授
は
経
済
に
お
け

る
中
小
企
業
や
最
低
賃
金
の
役

割
を
解
き
、
中
小
企
業
振
興
条

例
の
制
定
・
活
用
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。
金
魚
す
く
い
や

地
元
障
が
い
者
施
設
等
の
出
店
、

最
賃
と
中
小
企
業
支
援
の
パ
ネ

ル
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
企
業
側

と
労
働
側
の
声
か
ら
課
題
が
浮

げ
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
や
山
形
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
の
委
員
の

目
に
触
れ
る
よ
う
に
す
る
取
り

組
み
を
呼
び

か
け
て
い
ま

す
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
は
こ
ち

ら
か
ら
。

き
彫
り
に
な
っ
た
」
「
お
店
が

と
て
も
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
も
。
実
行
委
員
会
は
山
形
新

聞
折
込
な
ど
で
約
一
万
二
千
枚

の
ビ
ラ
を
活
用
し
宣
伝
。
署
名

用
紙
や
返
信
用
封
筒
と
セ
ッ
ト

で
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
返
信
や
ま
つ
り

一
般
参
加
者
は
今
後
の
組
織
化

に
つ
な
が
る
貴
重
な
結
び
つ
き

だ
と
し
て
い
ま
す
。

時
給
八
五
〇
円
で

子
ど
も
の
お
風
呂
も
節
約

「
最
賃
近
傍
の
声
」も
っ
と
！

率直な意見が交わされた
トークセッション

金魚すくいに興じる
子どもたち

外塚弁護士の解説を受けながら
ワークショップに参加する学生たち

相談・署名・アンケートコーナー

×

と
答
え
、
「
な
ぜ
？
」
と
問

わ
れ
て
話
し
合
い
「
人
権
？
」

「
職
業
選
択
の
自
由
？
」
と
回

答
し
た
学
生
た
ち
。
「
そ
れ
は

憲
法
上
大
切
な
こ
と
」
と
講
師

の
外
塚
蘭
弁
護
士
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
受
け
ま
し
た
。
「
人
が
人

を
縛
れ
る
の
は
原
則
、
契
約
と

法
律
だ
け
な
の
に
、
使
用
者
が

一
方
的
に
内
容
を
決
め
る
就
業

規
則
が
労
働
者
を
縛
れ
る
の
は

な
ぜ
？
」
な
ど
高
度
な
問
い
も

登
場
。
外
塚
弁
護
士
は
「
ま
ず
、

お
か
し
い
な
と
い
う
気
付
き
が

大
切
。
法
律
が
答
え
を
用
意
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」

と
学
生
た
ち
を
激
励
。
「
新
し

い
こ
と
を
学
べ
た
」
「
面
白
か

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
山
形
学
生
ユ
ニ
オ
ン
は
六
月

十
二
日
山
大
工
学
部
内
で
「
ユ

ニ
オ
ン
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、

ク
イ
ズ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

労
働
者
の
権
利
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
使
用
者
は
労
働
者
を
い
つ

ま
で
も
辞
め
さ
せ
な
く
て
も
よ

い
。
〇
か×

か
」
の
ク
イ
ズ
に

「
気
づ
き
」
を
大
事
に

　
　
　
　
　
　
権
利
の
活
用
を

山
形
学
生
ユ
ニ
オ
ン
　
ユ
ニ
オ
ン
カ
フ
ェ
開
催
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日
の
行
動
に
は
、
県
労
連
の
メ

ン
バ
ー
に
加
え
県
医
労
連
の
上

田
潤
書
記
長
も
参
加
し
ま
し
た
。

最
賃
引
き
上
げ
と
労
働
行
政
の

改
善
、
中
小
零
細
企
業
支
援
の

拡
充
を
求
め
、
山
形
労
働
局
と

県
に
対
し
て
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

　
県
労
連
の
勝
見
議
長
は
、
医

療
、
介
護
、
保
育
、
小
売
り
、

清
掃
な
ど
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
は
「
最
賃
ギ
リ
ギ
リ
の

低
賃
金
で
女
性
の
非
正
規
労
働

者
が
多
く
、
雇
用
と
暮
ら
し
が

悪
化
し
て
い
る
」
と
強
調
。
さ

ら
に
、
賃
金
水
準
の
高
い
都
市

部
に
人
口
が
集
中
し
、
三
密
の

原
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
し
全

国
一
律
化
が
必
要
と
訴
え
ま
し

た
。

　
労
働
局
側
は
、
専
門
部
会
の

公
開
に
つ
い
て
「
世
の
中
は
公

　
全
労
連
・

東
北
、
北
海

道
の
両
地
方

協
議
会
と
山

形
県
労
連
は

五
月
一
七
日
、

山
形
市
で
最

低
賃
金
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
山

形
行
動
を
繰

り
広
げ
ま
し

た
。
両
地
協

が
こ
の
時
期

に
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の

で
、
今
年
も

昨
年
に
続
き

感
染
防
止
の

た
め
各
道
県

の
中
で
の
行

動
に
と
ど
め

ま
し
た
。
当

開
の
方
に
流
れ
て
い
る
の
で
、

私
個
人
と
し
て
も
努
力
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
県
か
ら
は
、

全
国
一
律
化
に
つ
い
て
従
来
ど

お
り
国
に
提
言
し
た
他
、
コ
ロ

ナ
禍
で
影
響
が
深
刻
な
非
正
規

の
女
性
労
働
者
の
賃
金
改
善
も

加
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
昼
休
み
に
は
十
二
人
が
参
加

し
て
、
街
頭
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
署
名
に
応
じ
た
高
齢
の
女

性
は
「
年
金
生
活
者
よ
り
低
い

賃
金
で
働
く
若
者
は
東
京
な
ど

に
行
っ
て
し
ま
い
山
形
が
さ
び

れ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
保
育

園
で
働
い
た
経
験
の
あ
る
女
性

は
「
福
祉
の
職
場
で
働
く
人
は

激
務
の
割
に
低
賃
金
で
す
。
最

低
賃
金
を
も
っ
と
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
署
名
し
ま
し
た
。

総
理
大
臣
、
厚
労
大
臣
が
「
医

療
機
関
が
赤
字
の
は
ず
が
な
い
」

な
ど
と
い
う
政
府
を
批
判
。
総

選
挙
勝
利
で
市
民
の
声
が
届
く

「
当
た
り
前
の
政
府
を
つ
く
ろ

う
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
医
療
、
農
業
、

中
小
企
業
、
教
育
、
雇
用
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
活

発
な
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
形
県
二
〇
二
一
年
国
民
春

闘
共
闘
委
員
会
は
六
月
五
日
、

加
盟
組
織
代
表
者
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
消
費
税
廃
止
各
界

連
絡
会
が
開
催
し
大
門
み
き
し

参
議
院
議
員
を
招
い
た
消
費
税

学
習
会
に
参
加
。
コ
ロ
ナ
禍
で

多
く
の
国
が
付
加
価
値
税
を
下

げ
る
な
ど
の
中
小
企
業
支
援
を

し
て
い
る
中
、
日
本
で
も
消
費

税
の
五
％
へ
の
減
税
が
す
ぐ
に

も
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
危
険
な
中
身
を

学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
二
一
春
闘
の
交
流

に
入
っ
た
参
加
者
。
「
低
賃
金

だ
と
募
集
し
て
も
人
が
集
ま
ら

な
い
と
い
う
長
年
の
主
張
に
使

用
者
側
が
よ
う
や
く
気
付
き
初

任
給
が
改
善
さ
れ
た
」
（
農
協

労
）
、
「
パ
ー
ト
に
も
一
時
金

が
実
現
」
（
共
立
社
労
組
）
、

「
年
金
裁
判
は
高
裁
で
敗
訴
が

出
る
な
ど
重
要
局
面
。
最
高
裁

に
向
け
支
援
強
化
を
」
（
年
金

者
組
合
）
、
「
県
民
ホ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
の
職
場
で
労
災
認

定
勝
ち
取
る
。
労
働
審
判
勝
利

に
向
け
引
き
続
き
奮
闘
」
（
山

形
公
共
一
般
）
な
ど
た
た
か
い

や
成
果
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

舟
山
、
芳
賀
両
参
院
議
員
が
国
会
報
告

県
労
連
と
国
民
大
運
動
実
行
委
の

共
催
活
発
に
意
見
交
換

大幅引き上げ・全国一律、中小企業支援の拡充を
全労連北海道・東北キャラバン山形行動

　
県
労
連
と
国
民
大
運
動
県
実

行
委
員
会
は
五
月
二
十
三
日
、

山
形
市
の
遊
学
館
で
舟
山
康
江
、

芳
賀
道
也
の
両
参
議
院
議
員
を

招
い
て
「
国
会
報
告
・
懇
談
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

　
県
労
連
の
勝
見
議
長
の
進
行

で
す
す
め
ら
れ
、
山
商
連
の
佐

藤
弘
会
長
が
主
催
者
代
表
の
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
共
産

党
県
委
員
会
の
本
間
和
也
委
員

長
が
連
帯
あ
い
さ
つ
。
二
〇
一

六
年
、
一
九
年
の
参
院
選
で
、

舟
山
さ
ん
、
芳
賀
さ
ん
を
野
党

統
一
で
当
選
さ
せ
た
。
市
民
と

野
党
の
共
闘
の
一
丁
目
一
番
地

が
安
保
法
制
廃
止
・
立
憲
主
義

回
復
と
い
う
一
致
点
で
の
合
意

だ
っ
た
と
強
調
し
、
総
選
挙
で

も
県
内
三
小
選
挙
区
す
べ
て
勝

利
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　
舟
山
氏
は
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
デ
ン

マ
ー
ク
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

「
行
政
ト
ッ
プ
は
エ
ビ
デ
ン
ス

（
根
拠
）
を
語
り
、
国
民
と
の

信
頼
を
得
る
こ
と
」
と
菅
政
権

を
批
判
、
「
総
選
挙
で
統
一
候

補
を
勝
利
さ
せ
菅
政
権
を
倒
そ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
芳
賀
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
医

療
機
関
の
経
営
が
深
刻
な
中
、

シール投票での対話

県に要請する勝見議長

県
春
闘
共
闘

代
表
者
会
議
開
催

左から2番目が舟山議員、左端が芳賀議員
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